
平成３０年度四万十町教育研究所 第 1 回運営委員会会議録 

 

１ 日 時   平成３０年５月２９日（火）１３：３０～１４：５０ 

 

２ 場 所   四万十町農村環境改善センター 第 1 会議室 

  

３ 出席者     

運営委員    宮﨑宏治  味元浩子  矢野芳恵  石﨑豊史  戸田晶秀 

        （欠席）  金崎成朗  武田伸也  宮𦚰さち 

 事 務 局   川上哲男教育長 

岡所長  中川研究員  山﨑教育相談員  伊賀教育相談員 

齋藤ＳＳＷ  柳本ＳＳＷ  佐竹指導員  小野川指導員 

 

４ 傍聴者     ０名 

 

５ 日 程  

(1) 委嘱状交付 

(2) 教育長挨拶 

(3) 自己紹介 

(4) 役員選出 会長・副会長決定 

   会長：宮﨑宏冶  副会長：金崎成朗 

(5) 協議 

 ①教育研究所の概要 

 ②平成 30 年度 事業について 

 ③その他 

 

６ 協 議 

(1)  教育研究所の概要 

（事務局より、資料Ｐ１～Ｐ４にて、設置目的、基本方針、業務内容、重点施策、職員構

成について説明する。） 

【質疑なし】 

(2) 平成 30 年度 事業について 資料Ｐ５平成 30 年度四万十町教育研究所事業計画（案） 

① 教育研究活動（研究員の調査研究テーマ） 

  （事務局より、資料Ｐ７「調査研究計画書」にて説明する。） 

  【質疑なし】 

② 四万十町教育研究会の事務局  

 （事務局より、30 年度は休会とし、年２回理事会を開催して、再開・廃止について検

討する旨の説明をする。） 



 【質疑】 

宮﨑会長： 理事会の開催時期はいつごろか。 

事務局 ： ７月と１１月頃を予定している。 

  宮﨑会長： 昨年度の理事会では、今年は休会とし、方向性を今年の理事会にゆだねる 

ということか。昨年度の申し送り事項等は無いのか。 

事務局 ： 特に無い。理事は小中学校所属であり、教職員の意見も収集しながら最終

的にどうするかを検討するということである。 

戸田委員： 旧町の研究会は、教員からの自主的な教科研究の場の要求により設置された

と聞いている。町村合併により、改めて教育研究会新体制により研究してきた

が、この１０年で学校現場はますます忙しくなったと感じる。自分たちのやり

たい研究ができることが一番いいと思うが、やらされている感じがしていたの

が現状ではないかと改めて思う。元教師としては、残念であるが、仕方ないか

と思う。 

      教師は子どもと遊ぶ事で子どもの実態がわかるが、忙しすぎてその時間が

無くなりアンテナが張りにくくなっているのではないかと心配する。 

宮﨑会長： 本来は理事会で話すことであるが、委員の先生方はどう思うか。 

矢野委員： 旧町時代に興津中にいたとき、興津中には英語の教師が１人しかいなく、

同じ教科の先生が集まれる研究会の場がありがたかった。無くなるのは寂し

いが、昨年度、公開授業者が決まりにくかった部会もあり、先生が忙しすぎ

てのことではないかと思う。やらされ感で研究会をやってはいけないと思

い、休会もやむを得ないと思う。 

味元委員： 窪川小学校にいたとき、理科部会で四万十川に行って先生方との交流もあ

り新鮮な気持ちだったことを覚えている。当時は悉皆の研修が今に比べはる

かに少なかったが、ここ何年かで、夏休み中も普段の授業の時も研修に参加

してだれか先生がいない状況である。東又小には二年次、四年次の若い先生

がいるが、すごく大変な毎日で朝も早く来て夜も遅くまでやっており、自分

たちの若い時とはずいぶん違う。研究会は、せっかくの他校の先生方との情

報交換の場でもあるが、重点をどこに置くかで精選されていくことは仕方な

いのかと思う。 

事務局 ： 学校現場を外から見ているが、とても忙しそうである。提出物は多くなり

英語の教科化や道徳の評価方法など深刻な課題を現場は抱えており、大変だ

と思う。 

③ 学校研究支援 

    （事務局より、Ｑ－Ｕの取組（質問紙の配布）、ドクター（沢田先生）と連携した「い

のちの学習」への支援、校内研修支援について、説明をする。） 

    【質疑】 

   宮﨑会長： Ｑ－Ｕの結果データを教育研究所に集めているが、分析は難しいのではない

か。 



   事務局 ： 町全体の傾向を知ることであるが、昨年度の結果は、中学校はやや管理型に

なっている傾向があった。学級経営に役立つ資料提供ができればと考える。小

学校は、担任の学級経営により違うため、町全体・学校全体の分析は困難であ

った。 

宮﨑会長： 予算も必要で、分析にも時間も労力もとられるが、校内支援会などで伝え共

有するなどの方法を考えてほしい。 

事務局 ： 昨年度まで 7 年間、松井浩之先生を講師に迎え、Ｑ－Ｕに係わる「人間関係

つくり講座」を開催していた。Q－U の活用の仕方、分析の仕方、学級経営な

どの講座を年数回開催していたが、参加者が４，５名と少なく、開催時期や時

間を工夫したがそれでも集まらなかった。講師の都合で今年度からは開催でき

なくなり、Ｑ－Ｕに関する研修を今年度計画できていない。 

宮﨑会長： 何かの形で学校に還元できたらと思う。教育相談員やＳＳＷとの情報交換で

学校に伝達してもらえればと思う。 

事務局 ： 前向きに取り組んでいきたい。 

宮﨑会長： 松井先生の講座がいいことはわかっているが時間的な余裕がなく出れない。

多忙で講師招聘が難しい先生の講座であり、もったいないなと思っていた。 

戸田委員： いい講座だったので、残念である。 

  ④ 教育支援センターの運営 

       （事務局より 資料Ｐ６「年間事業計画（案）」、Ｐ８～Ｐ１１「教育支援センター要

綱」にて説明する。） 

    【質疑】 

   宮﨑会長： 義務教育終了の通室生はいないのか。 

   事務局 ： 通室生はいない。教育支援センター対象の進路未定の義務教育修了者は、教

育相談員及びＳＳＷが主に対応している。 

宮﨑会長： かげつ教室の２名は昨年度からの継続か。 

 事務局 ： 1 名は昨年度不登校の傾向となり、昨年度から通室を開始（対応開始の具体

内容及び本年度の状況を説明する。）1 名は本年度不登校（通室開始の経緯及

び現状等を説明する。） 

⑤ 教育相談活動（教育相談員・ＳＳＷ） 

  （事務局より 窪川地区と大正・十和地区に分かれての 2 人体制による活動状況を説明

する。） 

  【質疑】 

   戸田委員： 本年度、完全不登校の児童生徒はいるか。 

事務局 ： 大正・十和で３名、窪川はいない。完全にひきこもって２年半経過し復帰し

た例もある。 

   石﨑委員： 大正・十和の 3 名には、●●●●●●●●●●●●が含まれているのか。 

   事務局 ： 含んでいない。 

   石﨑委員： ●●●●●●変化はないか。 



   事務局 ： （周囲の状況等も踏まえて現状を説明する。） 

  ⑥ 研究協力校の依頼 

  （事務局より 資料Ｐ１２～Ｐ１３にて説明する。） 

  【質疑なし】 

⑦ 四万十教科書センター         

  （事務局より 教科書の管理、教科書展示会について説明する。） 

  【質疑なし】 

⑧ その他の取り組み               

  （事務局より 研修、所内会・全体会、学校への支援、研究所通信「しまんと」の発

行、ホームページによる情報発信について説明する。） 

  【質疑なし】 

 宮﨑会長： 30 年度事業計画については承認でよろしいか。 

 全委員 ： はい。 

(3) その他 

    【意見等なし】 

 

   （閉会） 


